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「2011 年５月期 第２四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 23 年５月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、

添付の「2011 年５月期 第２四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。 
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20201010年年1212月月1166日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

2011年５月期 第２四半期連結業績概要

売上高は再拡大し第２成長期がいよいよスタート

～アルファパーチェス加入により間接材一括購買サービスを加速～

1

（ご注意）
本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における新規事業とは「SOLOEL」「アスマル（ぽちっとアスクル）」「愛速客楽
（上海）」を指します。既存事業とは新規事業以外を指します。

なお、買収したアルファパーチェスの売上は新規事業にアルファパーチェスの商材
をアスクルで販売したものは既存事業に含みます。
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第２四半期連結業績の修正（12月８日開示）

（単位：百万円） 修正前 修正後 増減額 増減率

売上高 95,500 95,380 △120 △0.1%

営業利益 2,800 2,260 △540 △19.3%

経常利益 2,800 2,220 △580 △20.7%

当期純利益 200 380 ＋180 ＋90.0%

【修正理由】
・滞留在庫（マスク）の低価法適用による評価損計上⇒約４億円
・アスマルのサイト立ち上げに伴う、運用未習熟を起因とした採算改善の遅れ⇒約１億円
・シェア獲得を目的としたコピー用紙等の戦略的価格設定による影響⇒約４億円
・資産除去債務の計上に伴う特別損失発生額の減少⇒約７億円

【下期対策】
・Ｗｅｂ専用商材の拡大による利益額の上乗せ（アルファパーチェスとのシナジーを含む）
・円高等を背景とした原価低減、ＰＢ商品等の販売促進策によるセールスミックスの改善
・無駄バスターズ・コストバスターズによるコスト削減額の上乗せ

修正理由は一過性または対策済みの事項、下期対策でリカバリー可能と判断

⇒通期連結業績予想は期初予想を据え置く

3

Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第２四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

Ⅳ．トピックス
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Ｗｅｂサービス提供による既存事業の再成長
二桁成長回帰に向けた新規事業の展開

93/５期 11/５期

事
業

展
開

カタログベース、 在庫型、 オフィス用品

カタログビジネスモデル
による高成長

持続的成長

新たなる成長

Ｗｅｂサービス

（事業年度）

アスマル

上海を起点とした

アジア展開

既存事業の成長

新規事業の成長

アスクル成長のイメージ
11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料改訂改訂

ＳＯＬＯＥＬ

アルファパーチェス

間
接
材
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株式会社アルファパーチェス 会社概要（2010年11月１日株式取得）

2000年に創業、大企業のお客様向けに間接材を提供
圧倒的な取り扱い商材数と卓越したマスター管理技術を背景に契約
お客様数を順調に拡大
ファシリティマネジメント事業では商業施設の維持・管理に関する一括
サービスを提供

【財務サマリー（2009年12月期）】
売上高10,480百万円 当期純利益21百万円 総資産2,874百万円 純資産326百万円
従業員76名（2010年11月１日現在）

【取得株式数（2010年11月１日現在）】
12,515株（所有割合78.78％） 取得価額 1,001百万円（１株あたり80,000円）

アルファパーチェス加入による中期計画の実現性向上

アルファパーチェス株式取得の効果は、今期業績の期初計画には不算入
【シナジー効果不算入ベース】
・今期５ヶ月分を連結、下期約45億円の増収効果⇒売上高目標達成に寄与
・収益に関する今期業績への影響は軽微⇒シナジー効果の早期実現を目指す

中期計画達成の実現性が向上
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ワンストップ

コスト削減

プロセス管理

コスト削減

見える化

経営リソース

最適化

エンタープライズ

在庫品
定番商品
ＰＢ商品

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

物品系カテゴリ
事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク
生活雑貨
オフィス用品

事務備品
オフィス家具/什器
事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

印刷物
印章/スタンプ
帳票・封筒
名刺
その他印刷物

図書
書籍
雑誌
特殊刊行物

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

ＩＴ

総務
贈答品
事務制服
花卉（生花）
新聞

マーケティング
販促ツール
ノベルティ
店舗什器

間接材の圧倒的な拡大

アスクル⇒
価格訴求・環境対応の強みを活か
した在庫品、定番・PB商品を調達

アルファパーチェス⇒
卓越したマスタ管理技術により非在
庫テール商品の圧倒的な品揃えを
実現

∞SKUの品揃えを目指す

お客様個別

サプライヤ

非在庫品
テール商品

売
上
軸
←

→商品軸

（注）「きっとアル！」 「APMRO.COM」はアルファパーチェスのフロントサイトの名称

スタンダード

サ
ー
ビ
ス
系
カ
テ
ゴ
リ

7

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

94/５期 96/５期 98/５期 00/５期 02/５期 04/５期 06/５期 08/５期 10/５期 12/５期
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）11～13/５期

中期計画
（大きな飛躍）

07～10/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

アスクルアリーナ等
売上高

新規事業売上高

除く、
新規事業
アスクルアリーナ等
売上高

既存＋新規
相乗効果による
二桁売上成長

12/５期以降、上記の全社数値計画とは別に
社内目標は更なる高成長を目指す

中期計画における全社数値計画
10/10/５５期第４四半期開示期第４四半期開示資料資料
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Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第２四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

Ⅳ．トピックス
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売上高は再拡大し第２成長期のスタート
新規事業は課題を解決しつつ着実に前進

購入お客様数増加に加え、Ｗｅｂ専用商材の拡大な
どによる購入お客様単価の回復もあり、売上高は増
加基調へ

一過性事象を主因に営業利益は計画未達となるも、
当期純利益は計画を上回る

新規事業については、計画との乖離があるものの着
実に前進

11/５期 第２四半期累計連結業績のサマリー
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0.2

2.9

2.9

21.1

24.1

100.0

計 画
売上比
（％）

＋92.6

△20.5

△19.0

△4.6

△6.4

△0.1

計画比
（ｂ）/（c）－１

（％）

200

2,800

2,800

20,183

22,983

95,500

計画(c)
（百万円）

△75.5

△37.2

△37.2

＋3.6

△3.0

＋2.0

前期比
（ｂ）/（ａ）－１

（％）

0.4

2.3

2.4

20.2

22.6

100.0

売上比
（％）

385

2,225

2,267

19,253

21,521

95,380

実績(b)
（百万円）

11/５期第２四半期

1.71,572当期純利益

3.83,542経常利益

3.93,609営業利益

19.918,584販管費

23.722,194売上総利益

100.093,500売上高

売上比
（％）

実績(a）
（百万円）

10/５期第２四半期

６ヶ月
累計

第２四半期連結業績（６ヶ月累計）の概要
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（億円）

10/５期第２四半期累計（実績）
営業利益 36.0億円

11/５期第２四半期累計（計画）
営業利益 28.0億円

（注）．社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。

11/５期第２四半期 営業利益計画の主な増減要因

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

売
上
総
利
益
率
上
昇
に
よ
る
利
益
増

販
管
費
増
に
よ
る
利
益
減

＋4.7

売上前年同期比 ＋1.3％
売上総利益率 23.7％
販管費率 19.9％

△15.9＋3.1

新規事業を中心とした
人件費・業務委託費 ＋9.7億円

業務統合システム稼動等による
減価・ソフトウェア償却費 ＋5.4億円

売上前年同期比 ＋2.1％
売上総利益率 24.1％
販管費率 21.1％

10/５期２Q累計（実績） vs 11/５期２Q累計（計画）
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0

10

20

30

11/５期２Q累計（計画） vs 11/５期２Q累計（実績）

11/５期第２四半期累計（実績）
営業利益 22.6億円

11/５期第２四半期累計（計画）
営業利益 28.0億円

（億円）

11/５期第２四半期 営業利益実績の主な増減要因

既存 新規

（注）１．社内管理数値のため、公認会計士または監査法人の関与はございません。
２．アスマルおよび愛速客楽（上海）の単体損益からは、グループ間取引高を除いておりません。

既
存
事
業

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

＋2.9

既
存
事
業

売
上
総
利
益
率
低
下
に
よ
る
利
益
減

（
マ
ス
ク
評
価
損
分
を
除
く
）

既
存
事
業

販
管
費
削
減
に
よ
る
利
益
増

△6.3

売上前年同期比 ＋2.1％
売上総利益率 24.1％
販管費率 21.1％

売上計画比 △0.1％
売上総利益率 22.6％
販管費率 20.2％

新
規
事
業

売
上
総
利
益
額
の
減
少

新
規
事
業

販
管
費
減
少
に
よ
る

利
益
増

△6.7

＋3.5

マ
ス
ク
評
価
損
分

△4.3

＋5.7
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単体単体

価格戦略等により購入お客様数は安定的に約５％増加
購入お客様単価も回復、大幅値下げ一巡により改善傾向

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

購入お客様単価 伸長率（前期同月度対比）

購入お客様数 伸長率（前期同月度対比）

2009年 2010年

※2010年３月より前期実績から
ぽちっとアスクル分を除いております。

お客様数

お客様単価

購入お客様数・単価伸長率の推移

大幅
値下げ
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94%

96%

98%

100%

102%

104%

106%

6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月

◆月次売上高（単体）の推移（稼働日修正後前期同月度対比）

単体単体

新型インフル
エンザの影響

購入お客様数増加に加え、Ｗｅｂ専用商材の拡大などによる購入
お客様単価の回復もあり売上高は増加基調へ
足元12月度（14日現在）の稼働日修正後前期同月度対比は104％
を超える水準で推移

2008年 2009年 2010年

ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

月次売上高の推移

15

全社で取り組んでいる
Ｗｅｂビジネスが順調に拡大
インターネット売上高比率

10/11月単月度実績 63.0％

08/５期 09/５期 10/５期
11/５期
２Ｑ累計

11/５期
計画

12/５期
計画

13/５期
計画

通期 54.3% 56.9% 59.3% 61.9% 64.0% 67.0% 70.0%

54.3%

56.9%

59.3%

61.9%

64.0%

67.0%

70.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

単体単体インターネット売上高比率は順調に拡大

Ｗｅｂの利便性を活かした
お客様ニーズへの対応と
ローコストオペレーションの
更なる推進を目的として

70％超えを目指す
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Ｗｅｂ専用（非在庫）商材の拡大

中期計画における既存事業の施策であるＷｅｂ専用商材の拡大
により、トップラインの成長に寄与
下期はアルファパーチェス商材の投入で更なる売上拡大を企図

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

08
/1

2月

09
/１

月

09
/２

月

09
/３

月

09
/４

月

09
/５

月

09
/６

月

09
/７

月

09
/８

月

09
/９

月

09
/1

0月

09
/1

1月

09
/1

2月

10
/１

月

10
/２

月

10
/３

月

10
/４

月

10
/５

月

10
/６

月

10
/７

月

10
/８

月

10
/９

月

10
/1

0月

10
/1

1月

Ｗｅｂ専用（非在庫）商材の売上推移

（注） 08/12月度を1.0として指数化

しております。

09/11月
業務統合システム導入

↓
商品数拡大のボトルネック解消
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事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

○オフィス家具
○事務所備品

○事務機器
○コピー機
（含むコピー利用料）

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

書籍

○書籍
○雑誌

事務・

総務用品等

アルファパーチェス
主要取扱商材

アルファパーチェス
コンサル事業
ファシリティ

マネジメント事業

人材派遣 情報システム 運送

事務備品

印刷物

業務委託 通信 ユーティリティー

広告・
マーケティング

旅行 不動産賃貸

ビジネスサポート 保険 専門サービス

OA

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

研究材料

○研究材料
○試作

包装・
梱包材

○包装・梱包材

副資材

○副資材

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

○一般派遣
○技術派遣

○開発製造委託
○総務/人事/
その他事務委託

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

○システム開発・運用
○システム利用料

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

○チケット
○宿泊、会場

○各種保険

○運送
○倉庫
○通関

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

○事務所/営業所
○社宅

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

アスクル
主要取扱商材

アルファパーチェス商材の投入
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事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

○オフィス家具
○事務所備品

○事務機器
○コピー機
（含むコピー利用料）

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

書籍

○書籍
○雑誌

事務・

総務用品等

アルファパーチェス
主要取扱商材

アルファパーチェス
コンサル事業
ファシリティ

マネジメント事業

人材派遣 情報システム 運送

事務備品

印刷物

業務委託 通信 ユーティリティー

広告・
マーケティング

旅行 不動産賃貸

ビジネスサポート 保険 専門サービス

OA

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

研究材料

○研究材料
○試作

包装・
梱包材

○包装・梱包材

副資材

○副資材

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

○一般派遣
○技術派遣

○開発製造委託
○総務/人事/
その他事務委託

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

○システム開発・運用
○システム利用料

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

○チケット
○宿泊、会場

○各種保険

○運送
○倉庫
○通関

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

○事務所/営業所
○社宅

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

アルファパーチェス商材約130万ＳＫＵの内
工場・研究所向けの売れ筋商品を

Ｗｅｂ専用商材として投入（下期予定）

シナジー効果の早期実現を目指す

アスクル
主要取扱商材

アルファパーチェス商材の投入

19

△2.3175,544＋3.489,427△5.286,448小計

188,991

13,447

14,495

37,256

43,458

80,333

金額
（百万円）

（参考）10/５期通期11/５期第２四半期累計10/５期第２四半期累計

△2.5

＋47.2

△23.2

＋4.4

△6.2

△4.9

前年同期
比 （％）

93,500

7,052

6,734

18,975

20,997

39,740

金額
（百万円）

△2.6＋3.821,804事務用品

△0.8＋2.095,380合 計

＋25.4△15.65,953その他

△11.8＋11.57,506オフィス家具

＋4.1＋6.020,121オフィス生活用品

△3.1＋0.639,995ＯＡ・ＰＣ用品

前期比
（％）

前年同期比
（％）

金額
（百万円）

Ｗｅｂ専用商材の拡充等により事務用品・オフィス家具の成長が加速

成長分野として注力中のオフィス生活用品は猛暑の後押しもあり引き続き好調維持

一過性の新型インフルエンザの影響（その他）を除けば前年同期比＋3.4％の増収確保

新型インフルエンザの影響がなくなる下期は更なる増収を目指す

品目別売上高
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◆稼働日修正後のオフィス家具の売上高（単体）前期同月度対比の推移

単体単体

70%

80%

90%

100%

110%

120%

09
/６

月

09
/７

月

09
/８

月

09
/９

月

09
/1

0月

09
/1

1月

09
/1

2月

10
/１

月

10
/２

月

10
/３

月

10
/４

月

10
/５

月

10
/６

月

10
/７

月

10
/８

月

10
/９

月

10
/1

0月

10
/1

1月

オフィス家具の売上が好調

景況感に合わせた新商品の投入に加えＷｅｂ専用商材を拡充
お客様の需要に応えて足元12月度（14日現在）の稼働日修正後
前年同月度対比は120％を超える水準で推移

21

売上総利益額 215億円

計画同期差△14.6億円 前年同期差 △6.7億円

売上総利益率 22.6％ 計画差 △1.5ポイント 前期差 △1.1ポイント

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
１Ｑ：23.1％ ２Ｑ：22.1％（マスク滞留在庫の評価損計上がなければ23.0％）

＜売上総利益額の計画同期差内訳＞
（第１四半期）
・昨年８月の大幅値下げの影響を織り込み、ほぼ計画通り

（第２四半期）
・滞留在庫（マスク等）の低価法適用の影響 約４億円
・コピー用紙等の戦略的価格設定による影響 約４億円

⇒原価低減対応済み
・新規３事業の粗利未達額 約６億円

【下期に向けての売上総利益改善策】
ＰＢ商品等の販売促進策強化によるセールスミックスの改善
円高等を背景とした更なる原価低減活動

売上総利益のポイント
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【下期に向けての販管費削減策】

名古屋センターのマテハン導入による物流・配送効率の改善、
お客様単価向上による小口あたりの配送単価の改善

無駄バスターズ・コストバスターズによるコスト削減額の上乗せ

販管費 192億円

計画同期差△9.2億円 前年同期差 ＋6.6億円

売上高販管費比率 20.2％ 計画差 △0.9ポイント 前期差 ＋0.3ポイント

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞
１Ｑ：20.0％ ２Ｑ：20.４％

＜販管費の計画同期差内訳＞
・新規事業の立ち上がりの遅れを主因とした人件費・業務委託費減少 約６億円

・継続的なコスト低減活動によるその他項目の削減 約６億円

・名古屋センターのマテハン導入等による一時的な配送効率の悪化による増加 約３億円

販管費のポイント

23

16.0%

17.0%

18.0%

19.0%

20.0%

21.0%

22.0%

07/５期２Ｑ 08/５期２Ｑ 09/５期２Ｑ 10/５期２Ｑ 11/５期２Ｑ

販管費比率

販管費（除く減価・ソフトウェア償却費、ホスティング費）比率

アスクルの強みの
無駄バスターズ
コストバスターズ
の成果の実績

ソロエルシステム
業務統合システム

導入に伴う
一過性の上昇

①売上拡大
②ＢＰＲの加速
③償却費減少
を見込む

売上高販管費比率の推移

10/５期減収の影響があるものの、継続的なコスト構造改革に
より販管費（除く償却費・ホスティング費）比率は低位安定

今後は①売上拡大、②ＢＰＲの加速、③償却費減少による販管
費比率の減少を見込む
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営業利益 22億円
計画差 △5.3億円 前年同期差 △13.4億円

特別損失 8.3億円

資産除去債務計上（期初計画15億円） 8.0億円
期初計画では、賃貸借契約の原状回復費用を、取得した見積りを元に積算しておりましたが、
当第１四半期において過去に実施した原状回復を勘案の上積算した結果、特別損失が約７
億円減少いたしました。

当期純利益 3.8億円（期初計画２億円）

設備投資 10.6億円（年間計画30億円）
「アスマル」ＥＣサイト等 2.9億円
「アスクル・インターネットショップ」ＥＣサイト機能改善 1.2億円
（参考）減価・ソフトウエア償却費 18.0億円 （年間計画 39億円）

営業利益～当期純利益、設備投資のポイント

25

△13.91.53,000△13.91.53,0001.83,485当期純利益

＋15.74.08,000＋15.74.08,0003.76,913経常利益

＋14.04.08,000＋14.04.08,0003.77,014営業利益

＋8.620.340,583＋8.620.340,58319.837,369販管費

＋9.524.348,583＋9.524.348,58323.544,384売上総利益

＋5.8100.0200,000＋5.8100.0200,000100.0188,991売上高

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

11/５期（今回予想）11/５期（期初予想）10/５期（実績）

通 期

・Ｗｅｂ専用商材の拡大による利益額の上乗せ（アルファパーチェスとのシナジーを含む）
・円高等を背景とした原価低減、ＰＢ商品等の販売促進策によるセールスミックスの改善
・無駄バスターズ・コストバスターズによるコスト削減額の上乗せ

⇒通期連結業績予想は期初予想を据え置く

通期連結業績の見通し
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Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第２四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

Ⅳ．トピックス

27（四半期）

１Q ２Q ３Q ４Q

予算

実績

新規事業売上高の進捗状況

【第２四半期実績】

売上予算未達の６割超を占める
要因はアスマル
⇒個人向け商材拡大の遅れによ
る想定お客様単価の乖離

ＳＯＬＯＥＬ・愛速客楽(上海)につ
いても計画には届かず

【下期施策】

アスマル⇒個人向け商材拡大
ＳＯＬＯＥＬ⇒新規契約
愛速客楽(上海)⇒PB導入
により着実な前進を目指す

通期の売上高予算については、
アルファパーチェスの買収効果で
カバー
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10/５期 11/５期 12/５期 13/５期

売上高
2.6億円

（物販込み8.6億円）

営業利益※

△13.6億円

営業利益
黒字化目標

◇スタンダード版の垂直立上げ
◇エンタープライズ版の着実な展開
◇取扱商材および通過額の拡大

間接材購買システムの
デファクトスタンダードを目指す

スタンダード版
パイロットオープン
期末累計129社

スタンダード版グランドオープン
12年５月期の黒字化に向け
アスクルアリーナのお客様

の利用促進

期末累計2000社超

期末累計
3000社超

通過額2000億円超
期末累計4000社超
営業利益20億円超

※営業利益は管理会計上の金額

通
過
額
１
兆
円
／
更
な
る
増
益
を
目
指
す

11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料

実績

SOLOEL中期計画【売上高社内目標】

29

メリット

導入の手間

イニシャル

ランニング

コスト

購入出来る

商品

システム導入費

システム利用料

業務代行費

現在はなし

（収益源はサプライヤからの商流
通過料、お客様ご指定サプライヤ
を接続した場合、お客様から接続
料）

なし

（収益源は商品販売差益）

お客様毎に必要な商品を
オーダーメイドで選定

サプライヤの間接材

（取引サプライヤを接続することも
可能）

現状700万ＳＫＵ

アスクル商品のみ

３万ＳＫＵ

会計・人事システムなどと連携し
カスタマイズ可能

管理購買のみならずオペレーショ
ンコストの低減も可能

エンタープライズに比べてイニ
シャル・ランニングコスト及び導入
の手間をかけずにアスクル以外
の商品も管理購買が可能

アスクル商品の管理購買
が可能

事前調査など数ヶ月かかる導入時の設定のみ導入時の設定のみ

ＳＯＬＯＥＬ

エンタープライズ

ＳＯＬＯＥＬ

スタンダード

アスクル

アリーナ

アリーナとＳＯＬＯＥＬの比較

企業一括購買サービス一覧
10/10/５５期第４四半期開示期第４四半期開示資料資料
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■11月末現在、８企業グループ、合計142社に導入
・アサヒビールグループ様 ・オムロングループ様

・資生堂グループ様 ・ソニーグループ様＊

・ジェイアール東日本商事様 ・ワールド様＊＊

・三越伊勢丹ビルマネジメント様（８月23日稼動）

・紀文食品様（10月５日稼動）

■取り扱い商材数、約1,300万ＳＫＵ＊ ＊ ＊

（外部カタログ含む）

■導入候補18社中、最終協議中４社

＊＊＊ ＳＫＵ：Stock Keeping Unitの略、最小在庫管理単位のこと

SOLOELエンタープライズの進捗状況

＊ ソニーグループ様は間接材購買業務のみSOLOELが代行
＊＊ ワールド様は間接材購買業務に加え、システム利用（交渉中）

31

■11月末現在、約130社がご登録
上場企業23社を含む

アスクルアリーナからの移管ではない新規のお客様25社を含む

試験運用期間のため、ご登録お客様数を限定

■上記お客様にご協力いただき、仮説検証中
試験運用の狙い通りに様々な改善ポイントを抽出

主な課題は、アルファパーチェスとの連携により解決を目指す

■万全な対応を期し、上記課題を解決しつつ

予定通り今期中のグランドオープンを計画
グランドオープン後にアスクルアリーナのお客様を誘導し、垂直立ち上げ

計画通り、今期中に2,000社超の導入を目指す

■サプライヤ取り扱い商材数、約700万ＳＫＵ

SOLOELスタンダードの進捗状況
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アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）

（億円）

（100社）

SOLOEL
スタンダード

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

アスマルアスマル個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

11/５期 目標 412億円

SOLOELスタンダードのお客様基盤

42

85

149

224

297

345

387

184億円
（10/５期

２Q累計実績）

218億円
（11/５期２Q累計実績）
前年同期比 +18.3％

SOLOELスタンダードのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画を上回る進捗

33

お
客
様

ＳＯＬＯＥＬ
スタンダード

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

システム バック

個別契約、個別商材説明、
個別価格交渉

ボトルネック

SOLOELスタンダード導入に際し、それぞれのサプライヤと個
別に契約・価格設定・商材設定しなければならないことが障
壁となり、アスクル以外のサプライヤの利用に時間がかかる

アスクルは導入
時に登録済み

SOLOELスタンダード 課題の抽出
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34

お
客
様

ＳＯＬＯＥＬ
スタンダード テール商品の調達

力、マスター管理技
術に強み

間接材一括購買サービスの飛躍に向けて

アルファパーチェス・アスクルとの機能主義に基づく連携
により、お客様とサプライヤとの個別契約、価格設定、商
材設定の煩わしさを解消し利便性向上

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

定番商品の調達力・
価格訴求力、ＰＢ企
画力、アリーナのお
客様基盤に強み

システム バック

35

10/５期 11/５期 12/５期 13/５期

売上高
22.5億円
営業利益※

△4.2億円

営業利益
黒字化目標

個人向け電子購買
チャネルにおいて

確固たるポジション
の確立を目指す

「お客様と生産者の顔と思いが
通い合うオープンでフェアな場」

日本における新しいＢｔｏＣ
Ｎｅｔ流通を創造する

お客様の
ライフスタイル

への定着

ネットプライスドットコム
と資本業務提携

アスマル設立

新たな個人向け
ＥＣサイトを立ち上げ
商材の圧倒的な拡大

※営業利益は管理会計上の金額

実績

11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料改訂改訂

アスマル中期計画【売上高社内目標】
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36

個人向け商材を拡大すると同時に、おまとめ配送の利用率向上
策を実施し、お客様単価の向上およびコスト削減を図る

ご登録お客様数および売上高は着実に増加しているものの、配送に関する新
たな取り組みに起因する、サイト立ち上げ時の物流センターの初期トラブル等
により、個人向け商材の拡大が遅延し、想定お客様単価が乖離
売上高未達により、採算改善が遅れる

システム対応を含め12月中に物流センター整備を完了予定

アスマル お客様単価向上への施策

アスマルの今までの売れ筋商材 これから投入する個人向け商材

【個人向け商材の拡大】

飲料水やティッシュ等
アスクル定番の単価
の低い商材が中心

キッチン用品など
今までにない、単価
の高い専用商材

37

9月 10月 11月

ぽちっとアスクルからの移管、アスクルご利用事業所の従業員様、
ネットプライスドットコムからの紹介、加えて取引先の持つ会員組織
へのご案内も奏功し、ご登録者数は順調に推移、サイト立ち上げ後
３ヵ月でぽちっとアスクルの過去最高月間売上を突破

ご登録者数の推移

アスマル 着実なご登録者数の伸び

20万人を突破
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38

アスクルご利用
事業所の従業員様

へのご案内

ネットプライス
ドットコムからの

ご紹介

リスティング

ＳＥＯ

アフィリエイト

アスマル 取引先と一体となった集客

取引先の持つ
会員組織への

ご案内

39

アスマル サプライヤと共有されたマルシェ

2010年11月９日
日本経済新聞全国版朝刊
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40

10/５期 11/５期 12/５期 13/５期

営業利益
△6.9億円

営業利益
黒字化目標

ビジネスモデルの
グローバル展開へ

・仕入構造改革
・物流コスト改革
・徹底的なＷｅｂ化
・販売地域拡大収益構造転換

をめざし
組織体制を強化

◇収益構造転換を図り黒字転換
を目指す

◇グローバル展開のベースとなる
ビジネスモデルを確立する

実績

11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料

愛速客楽（上海）中期計画【売上高社内目標】

41

収益構造転換の総仕上げとして、ＰＢのコピー用紙
の販売を開始。中国で求められる高品質（坪量、白
色度）と低価格を実現した戦略的商品

坪量：70ｇ/㎡、 80ｇ/㎡

（日本での代表的な当社販売商品64ｇ/㎡）

白色度：105％、115％

（日本での代表的な当社販売商品約87％）

愛速客楽（上海） ＰＢ商品（コピー用紙）導入
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42

2010/11/1 2010/11/4 2010/11/7 2010/11/10 2010/11/13 2010/11/16 2010/11/19

競争力のある価格と売上総利益率改善を両立

ＰＢ商品投入

ＯＡ用紙の
売上総利益率

愛速客楽（上海） ＰＢ導入で売上総利益率改善

43
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配送コスト（1箱あたり）

倉庫内作業費（出荷オーダー数あたり）
（注） 09/６月度を100として指数化しております。

安定的な配送物量確保と日本でのアスクルの物流を支
えてきたＢｉｚｅｘの知見の相乗効果

地道な削減活動の積み上げとともに品質レベルも向上

配送コスト

庫内作業費

11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料改訂改訂

愛速客楽（上海） 物流コストの削減
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社数 収益構造転換
に注力

愛速客楽（上海） ＰＢ導入で売上アップ

過去最高の
稼動お客様数

を達成

未稼働顧客の稼動促進および
新規顧客の獲得により売上高拡大基調へ

45

アスクルのロゴが入った
ＰＢ商品の拡充により
ブランド価値創造と
認知度向上を図る

ＰＢのコピー用紙
発売にあわせて

12月10日メディア向けの
新商品説明交流会を実施

愛速客楽（上海） ＰＢ導入でブランド価値創造

コピー用紙
に続く

第２、第３の
ＰＢ商品を投入

一般紙、女性誌、IT系など16媒体を招致
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46

Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第２四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

Ⅳ．トピックス

47

1box for 2trees

12.6日経ビジネス

12.13日経エコロジー１月号
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48

紙製品の調達方針

トレーサビリティの確保

1box for 2trees

生産国インドネシアでＡ４
サイズのコピー用紙5,000枚
に必要な木材は約１本。

アスクルは２本（販売量の
２倍）の健全かつ持続可能
な植林を確認していくコ
ミットメント。

月間販売量：12,500mt（A4 589,483box）

589,483box×2tree＝1,178,967trees

1,178,967trees÷1,666trees/ha=707ha

東
京
ド
ー
ム

4.7ha
×150.5個

1ha=100m×100m 1haあたり1,666本の植林を行う 植林樹種はアカシアとユーカリ

今まで

1box for 2trees とは何か

49

サプライヤ ＡＳＫＵＬ
植林/伐採

会社

パルプ/製紙

会社

調達方針の公開と運用
トレーサビリティ調査の継続

1box for 2trees は、原材料調達の植林を行うことではなく、「品質保証」と生
産国とサプライヤへの「ガバナンス」を両立させる仕組みのこと。

お客様

環境
ＮＧＯ

植林活動の見える化と報告（場所・本数・成長率）
お客様への開示

インドネシア

熱帯雨林/天然林の減少を停める

世界遺産/保護価値の高い森林

生物多様性の保護

従来

ＮＥＷ

1box for 2trees の仕組み
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50

51

《付録》

①インターネット受注 売上高比率（単体）

②オリジナル商品（単体）

41.2％△3.1ポイント38.1％上 記 以 外

58.8％＋3.1ポイント61.9％インターネット経由

10/５期
第２四半期

（６ヶ月累計）
前期差

11/５期
第２四半期

（６ヶ月累計）

12.8％＋0.4ポイント13.2％売 上 高 構 成 比 率

58.5％
＋23.6ポイント

（＋8.4ポイント）

82.1％
（66.9％）

グ リ ー ン 商 品 比 率
※ Ｓ Ｋ Ｕ ベ ー ス

3,366＋383,404オ リ ジ ナ ル 商 品 数

10/５期 11月度前期差11/５期 11月度

（注） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

（注１） 各期11月度の単月実績を記載しております。
（注２） グリーン商品比率は、ナショナルブランドのアスクル限定販売商品を除いて算出しております。

また、今第２四半期より、グリーンマーク以外の環境視点での対応商品も含む新基準を採用しており、
今第２四半期については、参考のため、括弧内に旧基準でのグリーン比率を併せて記載しております。

（注３） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは
含まれておりません。

（注４） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ掲載品を含みます。

（単位：SKU）
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52

△95.3％

△83.1％

5,173242ソフトウエア仮勘定（注2）

71建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

（単位：百万円）

（参 考）

△46.3％

△32.5％

△44.9％

前期比

10/５期
第２四半期（６ヶ月累計）

11/５期
第２四半期（６ヶ月累計）科目名

1,732929無 形 固 定 資 産

200135有 形 固 定 資 産

1,9321,064【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

③設備投資

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。
（注３）11/５期 第２四半期における主な設備投資は以下の通りであります。

「アスマル」ＥＣサイト等 2.9億円

「アスクル・インターネットショップ」ECサイト機能改善 1.2億円

《付録》




